























エズス会のフランシスコ・ザビエル（Francisco de Xavier 1506-52）が日本上陸
前に日本の仏教に関して得ていた知識。第二に、ザビエルが聖書の神を「大日」と
いう仏教語で表わそうとして、後にデウスに改めた「大日」問題。第三に、ザビエ
ルが鹿児島への上陸二ヶ月半後の 1549 年 11 月 5 日に書き送った「大書簡」と呼




　ザビエルが仏教に対する知識を最初に得たのは来日前であり、1547 年 12 月 7 日
にマラッカで出会った日本人アンジロウからである。アンジロウは最初からポルト
ガル語で意思疎通でき、その闊達な知性に感動してザビエルは日本宣教を志すこと
1　家永三郎『中世仏教思想史研究 [ 増補版 ]』法蔵館、1966 年



































































































　③「第一日本情報第二稿」1548 年 12 月、コーチン 9 にて。


























































































































































































































































































　ザビエルは 1549 年 8 月 15 日に鹿児島に上陸し、9 月 29 日に領主島津貴久と面
接のうえ宣教許可を得た。そして、上陸二ヶ月半後の 11 月 5 日には早くも五通の
書簡を書き送っている。これが最初の日本宣教報告書である。以下の五通である
が、特にゴアのイエズス会員に宛てた書簡第 90 は長編の書簡であり、ザビエルの



















































































































































　ザビエルはコスメ・デ・トルレス 36（Cosme de Torres 1549-70）とイルマン（修





月 15 日に鹿児島に到着し、11 月 5 日に「大書簡」を書いた。翌 1550 年には平戸・
博多を経て山口に向かい、11 月に周防領主大内義隆と会見をしている。そして、










宗論」の記録をドイツ語で 1929 年に東京において出版している。書名は、Die 
Disputationen des P.CosmedeTorres S.J. mit den Buddhisten in Yamaguchi 












ザビエルは豊後を発つ前に、1551 年 10 月 20 日付けのトルレスからの書簡とフェ
ルナンデスからの書簡を受け取っている。そして日本を発ち、インドのコーチンに






・トルレスの山口からバレンシヤのイエズス会士への二通の書簡（1551 年 9 月
29 日付）
・トルレスの山口から豊後のザビエルへの書簡（1551 年 10 月 20 日付）
・フェルナンデスの山口から豊後のザビエルへの書簡（1551 年 10 月 20 日付）
・ザビエルのコーチンからヨーロッパのイエズス会士への書簡（1552 年 1 月 29
日付）
・フロイス『日本史』第一部第五−八章 37



















38 松田毅一監訳『十六・七世紀イエズス会日本報告集』第Ⅲ期第 1 巻、同朋舎、1997 年、78 頁
キリシタン時代最初期におけるキリスト教と仏教の交渉
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40 トルレスは、Foquexo とも Fotqueixos とも表記している。
41 シュールハマー、前掲書、91 頁














































































































































































































































































情報」、ザビエルの「大日」問題、ザビエルの「大書簡」（1549 年 11 月 5 日付）、「山





































岸野久「仏キ論争―初期キリシタン宣教師の仏教理解と論破」（『岩波講座 日本文学と仏教 8 仏
と神』岩波書店、1994 年）
岸野久『西欧人の日本発見―ザビエル来日前 日本情報の研究』吉川弘文館、1989 年
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